
宮
崎
県
地
方
史
研
究
の
更
な
る
発
展
を
期
し
て

　
　
　

宮
崎
県
地
方
史
研
究
連
絡
協
議
会

会
長　

甲
斐 

典
明

橋
本
孝
則
前
会
長
の
後
を
承
け
、
令
和
五

年
七
月
二
十
六
日
（
水
）
の
総
会
に
て
宮
崎

県
地
方
史
研
究
連
絡
協
議
会
会
長
の
任
を
拝

命
し
ま
し
た
、
延
岡
史
談
会
会
長
の
甲
斐
典

明
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
会
発
展
の
た
め
全
力

で
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
方

の
ご
支
援
ご
協
力
方
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
を
見
せ
た

昨
年
度
は
本
会
の
活
動
も
よ
う
や
く
通
常
運

営
と
な
り
、
五
月
二
十
六
日
（
金
）
に
第
一

回
理
事
会
、
七
月
二
十
六
日
（
水
）
に
第
二

回
理
事
会
・
総
会
、
十
月
二
十
六
日
（
木
）

に
秋
季
研
究
大
会
木
城
大
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
総
会
で
は
、
令
和
四
年
度
事
業
・

決
算
報
告
、
令
和
五
年
度
事
業
計
画
・
予
算

案
、
令
和
五
・
六
年
度
の
役
員
改
選
を
協
議

い
た
し
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
吉
本
正
典

宮
崎
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
長
に
「
発

掘
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ
た
宮
崎
平
野
の
開

発
史
」
と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
、
宮
崎
平

野
と
周
辺
の
台
地
・
段
丘
面
と
の
集
落
展
開

の
検
討
課
題
、
九
州
北
部
・
瀬
戸
内
海
沿
岸
・

四
国
南
西
部
地
域
な
ど
時
代
に
よ
っ
て
様
々

な
地
域
と
の
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
を
ご
教
示

い
た
だ
き
ま
し
た
。

十
月
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
さ
れ
た
秋

の
研
究
大
会
を
、
椎
敏
夫
会
長
、
森
さ
ち
子

事
務
局
長
を
は
じ
め
と
す
る
木
城
史
友
会
の

皆
様
の
多
大
な
る
事
前
準
備
に
よ
り
、
実

に
四
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
高
城
城
址
・
根
城
坂
古
戦
場
・
石
井
十

次
資
料
館
・
石
河
内
前
坂
展
望
台
・
比
木
神

社
巡
検
を
つ
う
じ
て
木
城
の
歴
史
を
体
感

し
、
「
石
河
内
鹿
遊
弁
当
」
な
ど
地
元
色
豊

か
な
お
弁
当
を
味
わ
い
ま
し
た
。
研
究
発
表

は
木
城
史
友
会
谷
口
俊
博
様
の
「
中
世
城
郭

と
根
城
坂
の
戦
い
」
で
し
た
。
た
だ
残
念
な

こ
と
に
、
大
会
開
催
に
向
け
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
椎
敏
夫
会
長
が
三
月
五
日
に
急
逝
さ
れ

ま
し
た
。
生
前
の
ご
功
績
を
偲
び
、
こ
こ
に

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
わ
た
し
た
ち
宮
崎
県
地
方
史

研
究
連
絡
協
議
会
、
略
し
て
宮
史
連
は
、
宮

崎
県
内
の
十
の
史
談
会
・
史
友
会
・
郷
土
史

会
、
四
つ
の
公
共
施
設
・
研
究
団
体
、
七
名

の
個
人
会
員
の
総
計
七
一
二
名
の
会
員
か
ら

な
る
宮
崎
県
地
方
史
研
究
の
連
絡
協
議
会
で

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
会
長
就
任
に
あ
た

り
あ
ら
た
め
て
宮
史
連
会
則
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
会
の
「
目
的
」
を
記
し
た
会
則
第
二

条
に
、
次
の
様
に
記
し
て
あ
り
ま
し
た
。「
こ

の
会
は
、
地
方
史
研
究
に
関
わ
る
機
関
、
団

体
、
個
人
の
相
互
連
携
を
図
り
、
研
究
成
果

の
交
流
並
び
に
史
・
資
料
及
び
情
報
の
交
換

に
つ
と
め
、
宮
崎
県
を
中
心
と
す
る
地
方
史

研
究
の
推
進
を
目
的
と
す
る
。
」
こ
れ
を
承

け
、
中
で
も
学
術
・
研
究
機
関
以
外
の
私
た

ち
史
談
会
・
史
友
会
・
郷
土
史
会
と
い
う
ア

マ
チ
ュ
ア
の
団
体
が
日
々
取
り
組
ん
で
い
る

活
動
に
は
、
次
の
様
な
「
四
つ
の
社
会
的
役

割
」
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

先
ず
一
つ
め
が
、
会
の
活
動
の
大
本
で
あ

る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
・
地
理
、
文
化
、

民
俗
の
調
査
・
研
究
及
び
学
習
活
動
と
い
う
、

各
会
員
個
々
人
の
郷
土
の
歴
史
文
化
に
対
す

る
興
味
関
心
の
充
足
と
い
う
一
義
的
な
意
味

で
す
。
二
つ
め
に
、
会
誌
の
発
行
、
講
演
会

や
史
跡
案
内
な
ど
の
対
外
活
動
を
通
じ
て
そ

の
成
果
を
広
く
社
会
に
還
元
し
、
会
員
だ
け

で
は
な
く
広
く
県
民
・
市
民
・
町
民
を
も
含

め
た
社
会
教
育
、
生
涯
学
習
活
動
の
場
を
提

供
す
る
こ
と
。
三
つ
め
に
、
大
学
や
学
術
機

関
、
県
市
町
村
お
よ
び
各
教
育
委
員
会
や
関

係
機
関
、
そ
の
他
文
化
団
体
や
個
人
と
の
連

携
活
動
に
よ
る
地
方
史
研
究
の
進
展
と
成
果

の
社
会
へ
の
還
元
。
四
つ
め
に
、
史
跡
や
先

人
の
顕
彰
・
保
存
保
護
活
動
に
よ
る
地
域
社

会
へ
の
貢
献
活
動
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
の
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
、
現
役
世
代
年
齢
の
引
き
上
げ
な

ど
に
加
え
て
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
各
種
団
体

の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
地
域
の
祭
礼
や
伝
統

行
事
な
ど
の
様
々
な
場
面
で
全
国
的
に
進
展

す
る
会
員
の
高
齢
化
や
活
動
の
停
滞
を
克
服

し
、
若
い
世
代
・
現
役
世
代
へ
の
会
員
の
拡

大
を
図
る
事
な
ど
史
談
会
活
動
に
限
ら
ず
現

実
に
は
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

地
域
や
各
団
体
の
事
情
・
環
境
に
よ
っ
て

眼
前
の
活
動
状
況
や
抱
え
る
課
題
は
多
種
多

様
で
す
が
、
「
郷
土
の
歴
史
と
文
化
へ
の
飽

く
な
き
興
味
関
心
と
探
究
心
」
と
い
う
私
た

ち
の
活
動
の
原
点
に
今
一
度
立
ち
返
り
、
こ

れ
を
発
展
さ
せ
進
ん
で
い
く
こ
と
が
肝
要
と

考
え
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、

全
国
各
地
の
史
談
会
活
動
と
も
連
携
し
な
が

ら
宮
崎
県
に
お
け
る
地
方
史
研
究
と
史
談
会

活
動
の
今
後
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
で

き
た
ら
と
も
考
え
ま
す
。

歴
史
は
「
鑑
（
か
が
み
）
」
と
言
い
ま
す
。

「
各
地
域
の
鑑
」
を
磨
く
宮
史
連
各
団
体
個
々

の
活
動
の
充
実
こ
そ
が
宮
史
連
全
体
の
充
実

発
展
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
、
宮
史
連
の
更

な
る
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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宮
崎
平
野
の
開
発
史

　

-

先
史
時
代
集
落
遺
跡
の
発
掘
調
査
成
果
か
ら-

　
　
　
　

宮
崎
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

吉
本 

正
典

１　

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
宮
崎

平
野
部
お
よ
び
そ
の
周
縁
に
お
い
て
実
施
さ

れ
た
発
掘
調
査
成
果
を
「
開
発
」
の
キ
ー
ワ
ー

ド
の
も
と
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
ら
の

発
掘
調
査
実
施
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
も
触

れ
る
。

２　

対
象
地
域
の
特
徴

対
象
範
囲
で
あ
る
宮
崎
平
野
は
隆
起
性
の

海
岸
平
野
で
、
都
農-

杉
安-

綾
を
結
ぶ
線

で
九
州
山
地
と
、
綾-

青
島
を
結
ぶ
線
で
南

那
珂
山
地
と
画
さ
れ
る
。
海
岸
線
は
直
線
的

で
、
大
部
分
は
砂
浜
と
な
る
た
め
、
入
江
や

潟
に
築
か
れ
た
港
の
ほ
か
は
良
港
に
恵
ま
れ

な
い
。

内
陸
部
に
は
宮
崎
層
群
を
基
盤
と
す
る
丘

陵
や
更
新
世
に
形
成
さ
れ
た
「
～
原
」
と
呼

ば
れ
る
段
丘
が
広
が
る
。

九
州
山
地
か
ら
東
に
向
け
て
流
れ
込
む
河

川
沿
い
に
は
氾
濫
原
が
形
成
さ
れ
、
沿
岸
の

沖
積
低
地
に
は
列
状
を
な
し
て
連
な
る
砂
丘

列
が
み
ら
れ
る
。

３　

一
九
八
〇
年
代
以
降
の
発
掘
調
査
略
史

日
本
国
内
に
お
い
て
は
、
戦
後
の
高
度
成

長
期
の
前
後
か
ら
大
規
模
な
開
発
事
業
に

伴
っ
て
面
的
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
膨
大

な
資
料
の
整
理
を
経
て
研
究
成
果
が
蓄
積
さ

れ
た
。
こ
れ
は
宮
崎
平
野
部
も
同
様
で
あ
る
。

当
節
で
は
現
代
の
「
開
発
」
行
為
で
あ
る
、

一
九
八
〇
年
代
以
降
の
大
規
模
開
発
に
対
応

し
た
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
の
概
要
を
述
べ

る
。

（1）
　
宮
崎
学
園
都
市
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査

宮
崎
学
園
都
市
の
建
設
は
、
宮
崎
大
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
の
統
合
移
転
を
中
心
と
す
る
地

域
開
発
事
業
で
あ
り
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら

宮
崎
市
南
西
部
と
清
武
町
域
に
ま
た
が
る
丘

陵
、
台
地
上
に
計
画
さ
れ
た
。
計
画
地
の
総

面
積
は
約
３
０
０
㌶
、
そ
の
中
に
所
在
す
る

発
掘
調
査
対
象
遺
跡
は
二
二
遺
跡
と
石
塔
群

一
箇
所
で
、
宮
崎
県
教
育
委
員
会
（
文
化
課
）

が
主
体
と
な
り
、
一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）

年
～
一
九
八
六
年
に
か
け
て
発
掘
調
査
が
実

施
さ
れ
た
。

掘
り
下
げ
の
結
果
、
各
時
代
の
基
準
資
料

が
得
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
成
果
は
４
冊
の
報

告
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き

先
史
時
代
の
集
落
遺
跡
と
し
て
は
、
弥
生
時

代
中
期
の
竪
穴
建
物
が
検
出
さ
れ
た
堂
地
東

遺
跡
、
縄
文
時
代
後
期
後
葉
～
晩
期
の
竪
穴

建
物
が
確
認
さ
れ
た
平
畑
遺
跡
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。

（2）
　
東
九
州
自
動
車
道
（
大
分
県
境
～
清
武

Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
）
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査

東
九
州
自
動
車
道
は
北
九
州
市
か
ら
宮
崎

県
を
経
由
し
て
鹿
児
島
県
に
至
る
高
速
自
動

車
道
で
、
そ
の
一
部
で
あ
る
大
分
県
境
～
清

武
Ｊ
Ｃ
Ｔ
内
に
所
在
す
る
遺
跡
の
発
掘
調
査

が
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
～
二
〇
一
二
年

度
ま
で
宮
崎
県
教
育
委
員
会
（
県
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
）
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
宮

崎
平
野
の
段
丘
面
を
貫
通
す
る
た
め
多
く
の

遺
跡
で
遺
構
・
遺
物
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

特
に
河
岸
台
地
上
に
立
地
す
る
川
南
町
尾
花

Ａ
遺
跡
、
高
鍋
町
下
耳
切
第
３
遺
跡
、
西
都

市
宮
ノ
東
遺
跡
な
ど
集
落
遺
跡
の
調
査
で
は

多
く
の
成
果
が
得
ら
れ
た
。

（3）
　
大
規
模
農
地
整
備
事
業
な
ど

一
九
九
〇
年
代
頃
か
ら
、
前
述
の
事
業
の

ほ
か
に
も
大
規
模
な
土
地
開
発
が
盛
ん
に
行

わ
れ
た
。
特
に
県
内
各
地
で
の
農
地
整
備
事

業
の
ペ
ー
ス
は
急
速
で
、
発
掘
調
査
件
数

と
規
模
は
増
大
化
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、

県
内
の
中
山
間
地
や
台
地
上
で
多
く
の
集
落

遺
跡
が
確
認
さ
れ
た
。
特
に
、
宮
崎
平
野
西

縁
部
に
近
い
清
武
船
引
、
上
の
原
、
田
野
元

野
な
ど
の
台
地
で
は
、
縄
文
時
代
草
創
期
か

ら
後
期
に
か
け
て
の
大
規
模
な
集
落
遺
跡
が

確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
よ
り
少
し
遅

れ
て
低
地
で
の
発
掘
調
査
も
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
平
野
内
の
微
地
形
と
集
落
立
地
の

関
係
も
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。

４　

発
掘
調
査
に
よ
る
解
明 

遺
跡
は
、
竪
穴
建
物
や
掘
立
柱
建
物
な
ど

の
居
住
に
か
か
る
施
設
、
水
田
や
畠
な
ど
の

生
産
関
連
地
、
区
画
・
排
水
の
た
め
の
溝
、

貯
蔵
・
廃
棄
な
ど
様
々
な
機
能
を
有
す
る
土

坑
（
墓
と
認
定
さ
れ
る
も
の
も
含
む
）
な
ど

土
地
に
根
付
い
た
建
築
物
・
構
造
物
（
遺
構
）

と
、
日
常
・
非
日
常
を
問
わ
ず
人
間
が
製
作

し
た
器
物
・
道
具
（
遺
物
）
に
よ
り
構
成
さ

れ
る
。
そ
れ
ら
は
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
姿
を

あ
ら
わ
す
。

発
掘
調
査
は
遺
構
の
検
出
と
掘
り
下
げ
、

遺
物
の
取
り
上
げ
と
い
っ
た
記
録
作
成
を
行

い
、
周
辺
地
形
と
の
関
係
に
も
注
意
を
払
い

つ
つ
進
め
る
た
め
、
膨
大
な
量
の
土
地
の
記

録
が
得
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
以
下
、
大
規

模
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
当
地
域
の
遺
跡

に
つ
い
て
、
調
査
成
果
を
３
つ
の
ト
ピ
ッ
ク

の
形
に
ま
と
め
る
。

（1）　

縄
文
時
代
後
期
の
生
活
空
間

縄
文
時
代
の
後
期
前
葉
～
中
葉
（
約

四
三
〇
〇
～
三
八
〇
〇
年
前
）
に
か
け
て
の

時
期
は
台
地
・
段
丘
上
で
規
模
の
大
き
な
集

落
遺
跡
が
形
成
さ
れ
る
。
そ
の
頃
の
気
候
は

比
較
的
安
定
し
て
温
暖
で
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
て
お
り
、
常
緑
広
葉
樹
が
卓
越
す
る
森
林

を
切
り
拓
い
て
居
住
域
を
設
定
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

面
的
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
多
数
の
遺

構
・
遺
物
が
確
認
さ
れ
た
遺
跡
と
し
て
は
、

石
河
内
本
村
遺
跡
（
木
城
町
）
、
野
首
第
２

遺
跡
（
高
鍋
町
）
、
上
の
原
第
１
・
第
２
遺
跡
、

丸
野
第
２
遺
跡
、
本
野
原
遺
跡
、
平
畑
遺
跡

（
い
ず
れ
も
宮
崎
市
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

＊
集
落
の
構
造　

当
時
期
の
集
落
は
、
竪
穴

建
物
と
土
坑
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
事
例
が

多
く
、
そ
れ
に
加
え
て
規
模
の
大
き
な
集
落

で
は
掘
立
柱
建
物
や
土
器
廃
棄
場
も
み
ら
れ

る
。
大
規
模
集
落
の
遺
構
配
置
に
関
し
て
は
、

中
央
に
広
場
が
あ
り
、
そ
の
周
囲
に
環
状
を

成
し
て
住
居
が
展
開
す
る
と
い
う
図
式
が
定

説
で
あ
っ
た
が
、
近
年
で
は
そ
の
よ
う
な
姿

は
必
ず
し
も
実
像
と
は
い
え
な
い
こ
と
が
判

明
し
て
い
る
。

竪
穴
建
物
の
平
面
形
は
、
遺
跡
に
よ
っ
て

若
干
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
後
期
前
葉
に

方
形
で
あ
っ
た
も
の
が
後
期
後
葉
以
降
は
円
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形
に
変
化
し
て
お
り
、
等
高
線
に
沿
っ
て
竪

穴
建
物
が
築
か
れ
た
こ
と
、
一
つ
の
単
位
時

期
に
２
～
３
棟
の
建
物
で
構
成
さ
れ
て
い
た

こ
と
な
ど
が
判
明
し
て
い
る
。

＊
環
境　

花
粉
分
析
や
プ
ラ
ン
ト
オ
パ
ー
ル

分
析
と
い
っ
た
自
然
科
学
系
の
分
析
の
結

果
、
当
該
期
の
宮
崎
平
野
部
の
台
地
・
段
丘

上
で
は
カ
シ
類
な
ど
の
常
緑
広
葉
樹
（
照
葉

樹
林
）
が
卓
越
し
て
お
り
、
定
住
化
し
た
集

落
の
周
辺
は
マ
ツ
な
ど
の
二
次
林
が
広
が
り
、

居
住
地
近
く
は
ネ
ザ
サ
、
ス
ス
キ
な
ど
の
草

本
類
が
繁
茂
す
る
陽
当
た
り
の
良
い
環
境
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
た
。
集
落
の
食
糧
は
イ

チ
イ
ガ
シ
な
ど
の
堅
果
類
（
ド
ン
グ
リ
）
や

二
次
林
で
生
育
す
る
マ
メ
類
＋
動
物
・
魚
貝

類
が
基
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
中
山

二
〇
二
〇
）
。

＊
変
化　

後
期
後
葉
の
頃
に
は
集
落
の
規
模

が
縮
小
し
、
遺
跡
数
も
少
な
く
な
り
、
晩
期

は
集
落
が
不
明
瞭
と
な
る
。
そ
の
要
因
と
し

て
気
候
の
変
化
（
寒
冷
化
）
や
そ
れ
に
伴
う

生
活
地
の
移
動
（
低
地
へ
の
移
動
）
な
ど
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
時
期
に
は

粗
放
的
な
耕
作
が
始
ま
っ
て
い
た
可
能
性
が

高
い
。
右
葛
ケ
迫
遺
跡
（
宮
崎
市
青
島
）
で

は
ア
ワ
の
圧
痕
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
小
畑

二
〇
一
一
）
。

（2）
　
弥
生
時
代
の
環
濠
集
落
　

有
名
な
吉
野
ケ
里
遺
跡
な
ど
、
集
落
の
周

囲
に
深
い
濠
を
巡
ら
せ
る
遺
跡
が
弥
生
時
代

の
列
島
各
地
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
農
耕
の

開
始
と
定
着
に
伴
い
、
や
が
て
「
ク
ニ
」
へ

の
統
合
に
至
る
集
団
間
の
争
い
が
頻
発
し
た

こ
と
を
反
映
し
た
防
御
的
な
集
落
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

宮
崎
平
野
部
で
も
、
石
ノ
迫
第
２
遺
跡
、

下
郷
遺
跡
（
宮
崎
市
）
を
典
型
と
す
る
沖
積

低
地
内
の
微
高
地
上
に
あ
っ
て
環
状
の
周
濠

で
囲
ま
れ
た
集
落
や
、
鐙
遺
跡
（
新
富
町
）
、

塚
原
遺
跡
（
国
富
町
）
な
ど
台
地
・
段
丘
の

端
部
を
堀
切
で
裁
断
す
る
こ
と
で
区
画
し
た

集
落
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
早
い
と
こ
ろ
で

は
前
期
末
（
紀
元
前
４
世
紀
頃
）
に
登
場
し
、

中
期
中
葉
か
ら
後
期
後
葉
～
終
末
期
（
３
世

紀
頃
）
に
繁
栄
し
た
。
こ
れ
は
水
田
を
は
じ

め
と
す
る
農
耕
の
安
定
化
・
生
産
性
向
上
と

そ
れ
に
伴
う
余
剰
生
産
の
発
生
が
背
景
に
あ

る
と
推
定
さ
れ
る
。

＊
遺
跡
の
立
地　

沖
積
低
地
内
の
低
丘
陵
上

に
立
地
す
る
集
落
と
、
台
地
・
段
丘
面
端
部

に
立
地
す
る
そ
れ
と
の
立
地
の
違
い
が
あ
る
。

生
産
基
盤
の
差
異
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

＊
集
落
構
造　

こ
れ
ま
で
に
環
濠
内
の
集
落

構
成
は
断
片
的
に
知
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ

る
。
お
お
よ
そ
竪
穴
建
物
と
掘
立
柱
建
物
を

中
心
と
し
て
お
り
、
後
者
は
倉
庫
と
し
て
の

機
能
を
有
す
る
も
の
が
含
ま
れ
る
。
詳
細
な

集
落
構
造
と
そ
の
変
化
の
究
明
が
今
後
の
課

題
で
あ
る
。

（3）
　
生
産
施
設
と
道
具

生
産
に
係
る
水
田
や
畠
、
導
水
・
排
水
の

た
め
の
溝
、
収
穫
物
を
収
納
す
る
施
設
な
ど

の
遺
構
と
生
産
に
係
る
道
具
に
つ
い
て
概
観

す
る
。

＊
水
田
と
畠　

弥
生
時
代
早
期
（
約
二
八
〇
〇

年
前
）
に
属
す
る
初
期
の
水
田
が
都
城
盆
地

西
縁
に
立
地
す
る
坂
元
Ａ
遺
跡
で
確
認
さ
れ

て
い
る
。
不
整
形
で
小
規
模
な
区
画
の
粗
放

な
水
田
で
、
灌
漑
施
設
な
ど
は
検
出
さ
れ
て

い
な
い
。

古
代
～
中
世
の
水
田
や
畠
の
検
出
例
は
近

年
増
加
し
て
き
て
い
る
。
水
田
に
つ
い
て
は

畦
畔
や
水
路
、
取
水
口
な
ど
の
存
在
に
よ
っ

て
確
認
さ
れ
る
。
畠
は
筋
状
の
畝
跡
に
よ
っ

て
認
識
で
き
る
。
そ
の
他
、
推
定
で
は
あ
る

が
牛
馬
生
産
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
る
集
落

も
あ
る
。

＊
打
製
石
斧
（
石
鍬
）　

縄
文
時
代
か
ら
弥

生
時
代
に
使
用
さ
れ
る
石
器
の
中
に
、
扁
平

で
端
部
に
粗
雑
な
刃
を
付
け
る
一
群
が
あ
り
、

縄
文
時
代
後
期
後
葉
か
ら
増
加
す
る
。
そ
れ

ら
は
粗
放
的
な
耕
作
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た

土
堀
用
の
道
具
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

＊
大
陸
系
磨
製
石
器　

弥
生
時
代
に
み
ら
れ

る
大
陸
・
朝
鮮
半
島
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ

る
磨
製
石
器
で
、
太
型
蛤
刃
石
斧
（
樹
木

の
伐
採
具
）
、
扁
平
片
刃
石
斧
・
柱
状
片
刃

石
斧
（
木
材
加
工
用
）
、
石
包
丁
（
収
穫
具
）
、

磨
製
石
剣
・
石
鏃
（
武
器
）
な
ど
が
あ
る
。

＊
鉄
器　

生
産
性
の
向
上
に
大
き
く
寄
与
し

た
鉄
器
は
、
早
い
地
域
で
は
前
期
末
か
ら
普

及
し
始
め
る
。
宮
崎
平
野
に
定
着
す
る
の
は

弥
生
時
代
の
後
期
後
葉
～
終
末
期
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
中
期
後
葉
～
後
期
終
末
に
属

す
る
尾
花
Ａ
遺
跡
（
川
南
町
）
の
集
落
か
ら

は
一
定
数
の
鉄
器
が
出
土
し
て
お
り
、
瀬
戸

内
海
沿
岸
や
肥
後
地
方
と
の
交
流
・
交
易
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
（
村
上
二
〇
一
四
）
。

＊
木
器
・
木
製
品　

低
湿
地
と
比
較
し
て
台

地
・
段
丘
上
の
土
壌
で
は
木
製
の
道
具
は
残

り
に
く
い
が
、
炭
化
す
れ
ば
比
較
的
良
好
な

状
態
で
検
出
さ
れ
る
。
湯
牟
田
遺
跡
（
川
南

町
）
の
竪
穴
建
物
か
ら
出
土
し
た
古
墳
時
代

初
頭
の
炭
化
鋤
は
特
筆
す
べ
き
資
料
で
あ
る
。

重複して連なる縄文時代後期の竪穴建物

（上ノ原第２遺跡）

弥生時代中期の環濠（塚原遺跡）

中世水田の木杭（塚原遺跡）
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５　

ま
と
め 

～
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
展
望
～

①　

宮
崎
平
野
の
開
発
史
追
究
の
た
め
に
は

台
地
・
段
丘
面
と
沖
積
低
地
面
の
集
落
展

開
（
居
住
域
の
広
が
り
と
変
遷
の
解
明
）

が
差
し
当
た
っ
て
の
検
討
課
題
と
な
る
。

特
に
後
者
に
つ
い
て
は
、
海
岸
近
く
の
砂

丘
列
間
の
低
地
や
沖
積
地
内
の
微
高
地
の

土
地
利
用
の
解
明
が
急
務
で
あ
る
。

②　

当
地
域
の
考
古
資
料
に
関
し
て
は
、
隔

絶
性
、
保
守
性
の
強
さ
が
し
ば
し
ば
強
調

さ
れ
る
が
、
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
遺
物

の
特
徴
か
ら
、
九
州
北
部
や
瀬
戸
内
海
沿

岸
、
四
国
南
西
部
な
ど
、
時
代
に
よ
っ
て

様
々
な
地
域
と
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が

判
明
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
水
上
交
通

と
陸
上
交
通
路
、
お
よ
び
そ
の
結
節
点
の

詳
細
解
明
を
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

【
文
献
】

小
畑
弘
己　

二
〇
一
一
『
東
北
ア
ジ
ア
古
民
族
植
物
学

と
縄
文
農
耕
』 

同
成
社

工
藤
雄
一
郎
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編 

二
〇
一
四

『
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
！
縄
文
人
の
植
物
利
用
』 

新

泉
社

中
山
誠
二　

二
〇
二
〇
『
マ
メ
と
縄
文
人
』 

同
成
社

村
上
恭
通　

二
〇
一
四
「
二
・
三
世
紀
の
南
九
州
に
お

け
る
鉄
の
普
及
」
『
邪
馬
台
国
時
代
の
ク
ニ
グ
ニ 

南

九
州
』

＊
紙
数
の
関
係
で
発
掘
調
査
報
告
書
は
割
愛
し
た
。
掲

載
し
た
写
真
は
宮
崎
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
提
供
。

 

令
和
五
年
度
の
活
動 

○
令
和
五
年
五
月
二
十
六
日
（
金
）

【 

理
事
会 

】（
県
立
図
書
館
研
修
ホ
ー
ル
）

よ
う
や
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
が
落
ち
着
き
、
感
染
症
法
の
五
類
へ
移

行
し
た
後
に
第
一
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
会
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
令
和
四
年
度
事

業
報
告
・
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
、
続

い
て
令
和
五
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
に
つ

い
て
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二

年
に
一
度
の
役
員
改
選
の
年
に
当
た
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
会
長
職
を
は
じ
め
各
役
員
の

改
選
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
理
事

の
改
選
に
つ
い
て
は
、
第
二
回
理
事
会
で
の

改
定
を
行
う
こ
と
で
了
解
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
秋
季
大
会
を
担
当
す
る
地
区
の

確
認
が
あ
り
、
今
年
度
の
県
央
地
区
（
木
城

町
）
大
会
の
実
施
概
要
に
つ
い
て
木
城
史
友

会
の
椎
敏
夫
会
長
よ
り
概
要
説
明
が
あ
り
、

都
城
史
談
会
一
〇
〇
周
年
事
業
や
延
岡
城
内

藤
記
念
博
物
館
の
紹
介
、
情
報
交
換
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

○
令
和
五
年
七
月
二
十
六
日
（
水
）

【 

地
区
別
協
議
会
・
理
事
会
・
総
会 

】

 

（
県
立
図
書
館
研
修
室
・
研
修
ホ
ー
ル
）

最
初
に
、
地
区
別
協
議
会
・
理
事
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
理
事
会
で
は
、
新
理
事
に
つ

い
て
協
議
さ
れ
、
事
務
局
案
に
基
づ
い
て
総

会
に
諮
る
こ
と
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

木
城
史
友
会
よ
り
秋
季
大
会
に
向
け
て
視
察

等
に
つ
い
て
も
詳
し
い
説
明
と
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

総
会
で
は
、
会
長
あ
い
さ
つ
、
県
立
図
書

館
長
あ
い
さ
つ
、
各
史
談
会
や
事
務
局
員
の

紹
介
が
あ
り
、
議
長
を
選
出
し
、
令
和
四
年

度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
、
令
和
四
度
会

計
監
査
報
告
、
令
和
五
年
度
事
業
計
画
及
び

予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
二
年
に
一
度
の
役
員
改
選
案
が

諮
ら
れ
、
理
事
会
で
の
案
ど
お
り
延
岡
史
談

会
会
長
の
甲
斐
典
明
氏
が
新
会
長
と
な
る
な

ど
の
改
選
案
が
総
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
旧
役
員
の
挨
拶
の
あ
と
、
本
年
度
の
秋
季

大
会
開
催
担
当
の
木
城
史
友
会
か
ら
大
会
の

概
要
と
視
察
な
ど
の
詳
細
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。な

お
、
各
地
区
の
団
体
が
日
頃
行
っ
て
い

る
活
動
等
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
は
、
時
間

が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
別
紙
を
見

て
も
ら
う
こ
と
で
割
愛
と
な
り
ま
し
た
。

【 

研
修
会 

】（
視
聴
覚
室
）

総
会
終
了
後
に
、
宮
崎
県
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
所
長
・
吉
本
正
典
氏
に
よ
る
「
発
掘

調
査
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
た
宮
崎
平
野
の
開

発
史
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

【 
令
和
五
年
度
役
員 

】

会　

長
：
甲
斐　

典
明
（
延
岡
史
談
会
） 

副
会
長
：
石
川　

正
樹
（
高
鍋
史
友
会
）

　
　
　

：
加
藤　

建
夫
（
小
林
史
談
会
）

　
　
　

：
神
保　

侃
弘
（
日
南
郷
土
史
会
）

監　

事
：
原
口　

勝
（
佐
土
原
郷
土
史
会
）

　
　
　

：
堀
口　

勉
（
串
間
史
談
会
）

地
区
理
事

：
柏
田　

公
和
（
日
向
市
史
談
会
）

　
　
　

：
椎　

敏
夫
（
木
城
史
友
会
）
故
人

　
　
　

：
稲
泉　

元
司
（
え
び
の
市
史
談
会
）

　
　
　

：
田
代　

義
博
（
南
九
州
文
化
研
究
会
）

　
　
　

：
佐
藤　

正
信
（
個
人
会
員
）

　
　
　

：
有
馬　

晋
作
（
個
人
会
員
）

〔
役
員
任
期
は
令
和
六
年
度
ま
で
〕

 

秋
季
研
究
発
表
大
会（
県
央
地
区
） 

 

木
城
大
会 

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
三
年
連
続
し
て
開
催
で

き
な
か
っ
た
秋
季
研
究
発
表
大
会
が
、
四
年

ぶ
り
と
な
る
令
和
五
年
一
〇
月
二
六
日
（
木
）

に
県
央
地
区
の
木
城
大
会
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

木
城
町
役
場
か
ら
小
丸
川
を
挟
ん
で
南
側

に
位
置
す
る
木
城
町
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー 

リ
バ
リ
ス
を
会
場
に
、
県
内
か
ら
多
く
の
参

加
者
が
集
い
ま
し
た
。
午
前
中
は
二
つ
の

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
の
史
跡
視
察
、
午
後
か

ら
は
木
城
町
長
・
同
町
教
育
長
な
ど
を
お
迎

え
し
て
の
開
会
行
事
や
研
究
発
表
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

【
午
前
】

木
城
町
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー 

リ
バ
リ
ス

で
の
受
付
後
、
史
跡
等
の
視
察
（
Ａ
・
Ｂ
の

二
コ
ー
ス
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

Ａ
コ
ー
ス
：
高
城
城
址
→
根
白
坂
→
石
井
十

次
資
料
館
※

Ｂ
コ
ー
ス
：
石
河
内
前
坂
展
望
台
→
高
城
城

址
→
比
木
神
社
の
天
井
画
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【
午
後
】

昼
食
後
、
午
後
一
時
よ
り
木
城
町
総
合
交

流
セ
ン
タ
ー 

リ
バ
リ
ス
に
て
開
会
式
が
行

わ
れ
開
会
の
こ
と
ば
に
続
き
、
主
催
者
と
し

て
宮
崎
県
地
方
史
研
究
連
絡
協
議
会
の
甲
斐　

典
明
会
長
、
木
城
大
会
実
行
委
員
長
の
木
城

史
友
会
・
椎
敏
夫
会
長
、
来
賓
と
し
て
半
渡

俊
英
・
木
城
町
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
一
時
半
か
ら
の
九
〇
分
間
は
、
木
城

史
友
会
・
谷
口
俊
博
氏
に
よ
る
「
中
世
城
郭

と
根
白
坂
の
戦
い
」
と
題
し
て
研
究
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

発
表
後
に
は
恵
利
修
二
・
木
城
町
教
育
長

よ
り
講
評
が
あ
り
、
直
後
の
閉
会
式
で
久
々

の
秋
季
研
究
発
表
木
城
大
会
は
終
了
・
散
会

と
な
り
ま
し
た
。

令 

和 

六 

年 

度 

 

秋
季
県
南
大
会
の
お
知
ら
せ 

令
和
六
年
度
の
秋
季
大
会
は
、
県
南
地
区

（
日
南
郷
土
史
会
）
の
担
当
で
す
。
期
日
と

会
場
は
未
定
で
す
。
決
ま
り
ま
し
た
ら
会
員

の
皆
様
の
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

石城跡（「新しき村」）の遠望（※中央にあるのが石城跡）

谷口 俊博 氏による研究発表

高城城址から根白坂方面を望む社殿内で天井画を見る会員 比木神社の入り口

石城跡（「新しき村」）を展望台より望む会員

開会式（壇上は木城史友会の故・椎 敏夫会長）
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事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 
会
誌
紹
介 

 

（
令
和
五
年
宮
史
連
加
盟
団
体
刊
行
分
） 

◇
縣
（
あ
が
た
）　

 

延
岡
史
談
会

　
　

第
三
二
号　
　

令
和
五
年
五
月

◇
え
び
の　
　
　
　

え
び
の
市
史
談
会

　
　

第
五
七
号　
　

令
和
五
年
六
月
刊
行

◇
ひ
な
も
り　

 

　

 

小
林
史
談
会

　
　

第
六
三
号　
　

令
和
五
年
五
月
刊
行

◇
も
ろ
か
た　
　
　

都
城
史
談
会

　
　

第
五
七
号 

　

 

令
和
五
年
一
二
月
刊
行

◇
南
九
州
文
化　
　

南
九
州
文
化
研
究
会

　
　

第
一
三
七
号　

令
和
五
年
五
月
刊
行

　
　

第
一
三
八
号　

令
和
五
年
一
二
月
刊
行

◇
く
し
ま
史
談
会
報　

串
間
史
談
会

　
　

第
三
五
号 

　

 

令
和
五
年
二
月
刊
行

◇
宮
崎
県
総
合
博
物
館
研
究
紀
要　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
県
総
合
博
物
館

　
　

第
四
三
輯　
　

令
和
五
年
三
月

◇
宮
崎
県
総
合
博
物
館
年
報

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
県
総
合
博
物
館

　
　

No
五
二　

 
 
 
 

令
和
五
年
四
月

◇
宮
崎
県
立
西
都
原
考
古
博
物
館
研
究
紀
要

　
　

第
一
九
号 

　

 

令
和
五
年
三
月　

 

県
立
図
書
館
よ
り
の
ご
案
内 

【
展
示
会
】

○
共
催
展

遺
跡
発
掘
成
果
展
二
〇
二
四
「
東
九
州
自

動
車
道
一
一
八
遺
跡　

清
武
～
西

都
編
」

二
月
一
九
日
（
水
）
～
三
月
九
日
（
日
）

「
遺
跡
発
掘
速
報
会
」

三
月
二
日
（
日
）

共
催　

宮
崎
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

○
特
別
展
「
中
村
地
平
の
足
跡
」

九
月
二
一
日
（
土
）
～
一
一
月
二
四
日
（
日
）

〇
企
画
展
「
若
山
牧
水
の
遺
墨
」
（
仮
）

一
二
月
七
日
（
土
）
～
一
月
二
六
日
（
日
）

※
会
場
は
い
ず
れ
も
県
立
図
書
館
二
階
特
別

展
示
室
、
観
覧
無
料
、
開
室
時
間
は
、
午

前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。
（
月

曜
休
館
日
）

【
文
化
講
座
】

○
文
化
講
座

「
中
村
地
平
と
台
湾
」

講
師
：
河
原 

功 

氏
（
一
般
財
団
法
人
台

湾
協
会　

評
議
員
）

一
〇
月
六
日
（
日
）
午
前
一
〇
時
～
正
午

○
鼎
談
（
文
化
講
座
関
連
の
討
論
会
）

「
作
家
・
中
村
地
平
に
つ
い
て
」

登
壇
者
：
河
原 

功 

氏
・
岡
林 

稔 

氏

（
宮
崎
大
学
名
誉
教
授
）
・
小

松 

孝
英 

氏
（
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
兼
映
画
監
督
）

一
〇
月
六
日
（
日
）
午
後
一
時
半
～
三
時
半

※
会
場
は
、
い
ず
れ
も
県
立
図
書
館
二
階
研

修
ホ
ー
ル

講
座
の
申
込
み
は
、
事
前
申
込
み
で
定
員

は
一
〇
〇
名
。

受
講
料
は
無
料
。

《
中
村
地
平
の
略
歴
》

中
村
地
平(

一
九
〇
八
～
一
九
六
三)

は
、
宮
崎
市
淀
川
町
に
あ
っ
た
商
家
出
身

の
作
家
・
銀
行
家
。
台
湾
の
旧
制
高
校
に

学
び
、
校
内
文
芸
誌
の
創
作
に
も
参
加
し

た
。
上
京
し
て
東
京
帝
国
大
学
美
術
史
科

に
進
学
し
、
井
伏
鱒
二
に
師
事
し
て
同
級

生
だ
っ
た
太
宰
治
ら
と
親
交
を
深
め
な
が

ら
、
執
筆
活
動
を
行
う
。「
熱
帯
柳
の
種
子
」

で
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
し
、「
土
竜
ど
ん
も
ぽ
っ

く
り
」
な
ど
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
三
回

芥
川
賞
候
補
と
な
る
。
徴
用
に
よ
り
従
軍

作
家
を
経
験
し
た
後
、
戦
時
中
に
妻
子
と

と
も
に
疎
開
の
た
め
帰
郷
し
、
戦
後
は
宮

崎
県
立
図
書
館
長
や
宮
崎
相
互
銀
行
（
現

宮
崎
太
陽
銀
行
）
社
長
を
勤
め
る
な
ど
、

執
筆
を
続
け
な
が
ら
も
宮
崎
県
の
文
化
や

経
済
の
発
展
に
尽
力
し
た
。
五
十
五
歳
で

自
宅
に
て
没
。

【
古
文
書
講
座
】

「
地
方
（
じ
か
た
）
文
書
の
世
界
」

第
一
回　

六
月
一
日
（
土
）

第
二
回　

七
月
六
日
（
土
）

第
三
回　

八
月
三
日
（
土
）

第
四
回　

九
月
七
日
（
土
）

講
師
は
各
回
と
も
柘
植
幹
雄 

氏
（
宮
崎

県
史
料
筆
耕
解
読
員
）
で
、
長
野
県
阿
智
（
あ

ち
）
村
の
庄
屋
文
書
を
は
じ
め
、
国
富
町
の

寺
社
文
書
等
を
読
み
解
き
ま
す
。

※
会
場
は
、
県
立
図
書
館
二
階
研
修
ホ
ー
ル
。

時
間
は
、
午
後
一
時
半
か
ら
午
後
三
時
ま

で
。

　

受
講
者
数
は
先
着
三
〇
名
ま
で
。

い
ず
れ
も
受
講
料
は
無
料
。

文
化
講
座
・
古
文
書
講
座
で
は
マ
ス
ク
着

用
は
任
意
で
す
が
、
手
指
消
毒
等
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
は
、
県
立
図
書
館
郷
土
情
報
担
当　
　

（
〇
九
八
五-

二
九-

二
九
五
四
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

歓談する中村地平（右）と同級生の村社講平

（写真：宮崎県立図書館蔵）

（　）6


